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東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領
東洋大学社会福祉学会／会　則
第１章　総　則
(名称)
第１条　本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
（事務局）
第２条　本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。（東京都文京区白山5－28－20）
第２章　目　的
（目的）
第３条　本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
（事業）
第４条　本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
第３章　会　員
（会員）
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。
1．通常会員
東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
非常勤）
東洋大学の在籍生、卒業生
東洋大学大学院の在籍生、修了生
本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第６条　入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
（会費）
第７条　会員は年会費（2,000円、学部在学生等は1,000円）
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する。既納の会費は返済しない。
（会員の権利）
第８条　会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
1．通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4.における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる。
第４章　機　関
（役員）
第９条　会の事業を遂行するために次の役員を置く。
1．会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
（役員の選出）
第10条
1．会長：理事の中から互選する。
2．事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する。
3．理事：総会において会員の中から互選する。
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する。
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
（役員の任期）
第11条　役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする。
（理事会）
第12条 理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
（総会）
第13条　会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
第5章　会　計
（経費）
第14条　本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる。
（予算及び決算）  
第15条　本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
31日に終わるものとする。
第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正）
第17条　本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない｡
付　則
1．本会会則は、2005年11月27日から施行する。
2．本会会則は、2020年6月10日に一部改正された。
28
東洋大学社会福祉研究　第13号（2020年12月）
「東洋大学社会福祉研究」投稿規程
（2008年６月30日制定）
１．投稿資格
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
１）編集委員会において特別に依頼する場合。
２．原稿の種類
１）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
２）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
３）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
３．原稿の枚数
１）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
（12000字、図表を含む)以内とする。
４．原稿の採否
１）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
５．投稿形式
１）投稿は、電子媒体で行い、プリントアウトしたハー
ドコピーを添付する。
６．要旨・キーワード
１）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける。
７．執筆要領・執筆要領
１）紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する。
８．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
（2008年６月30日制定）
１．要旨
１）要旨は、できあがり１頁以内とする。
２）５以内のキーワードをつける。
２．ワープロ入力上の注意
１）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として（A4
版、横書き）1ページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない）。ただし、英数字は原則
として半角とする。
２）拡大文字･特殊文字･文字飾り･罫線･制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
３）改行以外の個所は、続けて入力すること。
３．図表
１）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
２）図表は、Ａ4版で、例えば、1/4ページの場合、400字、
1/2ページの場合、800字として換算する。
３）図表には、通し番号（図表1、図表2）でタイトルを
つける。その場合、１図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない。
４．注
１）本文中の該当箇所に、右肩上付きで、1)、2)、3)、... 
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
５．参考文献
１）注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。
６．校正
１）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。
　2020年度は、世界的なコロナ禍の中、東洋大学でもオンライン授業を実施することとなりました。教員もその準備と
改善に追われる日々を送っています。非対面でのコミュニケーションが増えると、孤独を感じる人が増え、それを癒す
ためにペットを飼う人が多くなっているそうです。私は昨夏、14歳の愛猫と死別し、その後1年が経過しました。ようや
く哀しみも癒え、新しい猫を迎えたいと考えていますが、「単身者には譲渡しない」という保護猫団体も多く、未だ実現
していません。動物のwell-beingを守るにはとても重要な資格要件ですが、一方で、「普通」の人々（家族と住んでいる
こと）に許されていることが、単身者には許されない現実を突きつけられ、社会的弱者の気持ちを味わっています。今
号では、論文や研究ノート、また、博士学位請求論文要旨をお届けします。
『東洋大学社会福祉研究』編集委員
（佐藤亜樹）
◆ 編集後記 ◆
